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令
和
４
年
度
決
算

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
＝　

一
般
会
計
の
決
算
の
概
要
は
、

最
終
予
算
額
３
２
６
億
６
３
７

３
万
８
９
４
２
円
に
対
し
、
歳

入
決
算
額
は
３
２
４
億
６
２
２

８
万
７
９
８
６
円
で
、
予
算
に

対
す
る
収
入
率
は
99
・
38
％
で

す
。
ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
２

９
７
億
２
０
１
１
万
３
５
２
４

円
で
、
そ
の
執
行
率
は
90
・
99

％
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
残

額
は
27
億
４
２
１
７
万
４
４
６

２
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

２
９
７
１
万
６
５
３
４
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
27

億
１
２
４
５
万
７
９
２
８
円
で
、

こ
の
う
ち
21
億
円
を
財
政
調
整

基
金
に
積
立
て
し
、
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
含
む
６

億
４
２
１
７
万
４
４
６
２
円
を
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
決
算
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
が
、
歳
入

78
億
４
２
３
５
万
１
７
１
２
円
、

歳
出
76
億
７
０
９
５
万
７
１
４

７
円
。
介
護
保
険
特
別
会
計
が
、

歳
入
67
億
６
４
５
万
８
８
２
７

０
円
と
す
る
補
正
予
算
を
専
決

処
分
し
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
に
対
し
承
認
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
専
決
処
分
と
は

　

議
会
を
招
集
す
る
時
間
が

無
い
な
ど
、
法
律
で
決
め
ら
れ

た
理
由
に
該
当
す
る
場
合
、
及

び
議
会
の
議
決
に
よ
り
委
任

さ
れ
た
場
合
に
、
首
長
が
議
会

に
代
わ
っ
て
、
議
会
が
議
決
・

決
定
す
べ
き
事
件
を
処
分
す

る
こ
と
を
い
う
も
の
で
す
。

補
正
予
算

▽
令
和
５
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
＝

国
庫
支
出
金
の
内
示
、
指
定
寄

附
金
の
ふ
る
さ
と
パ
ー
ト
ナ
ー

基
金
、
地
域
福
祉
基
金
、
地
球

環
境
基
金
、
奨
学
基
金
へ
の
積

立
の
ほ
か
、
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
老
朽

化
に
伴
う
大
規
模
修
繕
へ
の
補

助
、
ま
た
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
希
望
す
る
50
歳
以
上

の
方
へ
の
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
予
防
接
種
事
業

の
追
加
な
ど
、
年
度
の
前
半
を

経
過
す
る
時
点
で
早
急
に
予
算

措
置
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て

補
正
す
る
た
め
、
４
８
８
１
万

４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

３
０
９
億
１
６
９
３
万
３
０
０

０
円
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告

▽
令
和
４
年
度
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

に
つ
い
て
＝
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
判
断
指
標
に
お
い
て
、

ま
ず
、
実
質
赤
字
比
率
及
び
連

結
実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
は
、

実
質
収
支
及
び
連
結
実
質
収
支

が
黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
赤
字

比
率
は
な
く
、
次
に
、
実
質
公

債
費
比
率
は
５
・
６
％
、
将
来

負
担
比
率
は
85
・
３
％
で
あ
り
、

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
に
お
け

る
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、

資
金
不
足
額
が
生
じ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
資
金
不
足
比
率
は
な

く
、
全
て
の
指
標
に
お
い
て
、

国
の
判
断
基
準
以
下
の
数
値
と

な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

円
、
歳
出
63
億
６
３
２
３
万
５

３
５
８
円
。
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
が
、
歳
入
10
億
８
０

１
０
万
６
７
２
５
円
、
歳
出
10

億
５
９
１
０
万
５
８
０
７
円
で
、

い
ず
れ
の
特
別
会
計
も
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
館
林
市
議
団
か

ら
反
対
討
論
が
、
緑
水
ク
ラ
ブ

か
ら
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て
＝
令
和
４
年

度
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
繰
越
利
益
剰

余
金
１
８
５
万
７
３
６
０
円
に
、

当
年
度
純
利
益
６
１
１
８
万
６

６
５
６
円
を
合
わ
せ
た
６
３
０

４
万
４
０
１
６
円
で
、
こ
の
う

ち
、
６
０
０
０
万
円
を
減
債
積

立
金
に
積
み
立
て
、
残
額
の
３

０
４
万
４
０
１
６
円
を
翌
年
度

へ
繰
越
利
益
剰
余
金
と
し
て
処

分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方

公
営
企
業
法
第
32
条
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
に
対
し
議
決
を
求

め
ら
れ
た
も
の
で
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
未
処
分
利
益
剰
余
金
と
は

　

決
算
で
算
出
さ
れ
た
未
だ

使
途
が
決
ま
っ
て
い
な
い
利

益
の
こ
と
で
、
当
年
度
純
利
益

と
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金

を
合
わ
せ
た
額
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
の
議
決
を
経
て
、
特
定

の
使
途
を
決
定
し
て
処
分
す

る
も
の
で
す
。

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
＝
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、

収
入
額
14
億
９
３
１
０
万
１
４

２
円
、
支
出
額
14
億
７
４
７
万

４
７
４
８
円
で
、
消
費
税
調
整

後
の
損
益
計
算
書
上
の
純
利
益

は
６
１
１
８
万
６
６
５
６
円
と

な
り
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て

は
、
収
入
額
４
億
８
１
２
２
万

１
９
５
０
円
、
支
出
額
10
億
94

万
２
３
７
４
円
で
、
不
足
額
５

億
１
９
７
２
万
４
２
４
円
に
つ

い
て
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金

等
で
補
て
ん
し
た
も
の
で
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

マンホールの蓋


